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図　面　名 図　面　名

1 ．   数量総括表 ・・・・ 1 31 ． 東金IC Aランプ橋  下部工検査路撤去図(その1～2) ・・・・ 64 ～ 65

2 ． 戸田高架橋  下部工検査路撤去図(その1～4) ・・・・ 2 ～ 5 32 ． 東金IC Aランプ橋  下部工検査路復旧図(その1～3) ・・・・ 66 ～ 68

3 ． 戸田高架橋  下部工検査路復旧図(その1～8) ・・・・ 6 ～ 13 33 ． 東金IC Aランプ橋  昇降設備撤去・復旧計画図(その1～3) ・・・・ 69 ～ 71

4 ． 戸田高架橋  昇降設備撤去・復旧計画図(その1～2) ・・・・ 14 ～ 15 34 ． 東金IC Aランプ橋  排水装置撤去・復旧計画図(その1～13) ・・・・ 72 ～ 84

5 ． 戸田高架橋  排水装置撤去・復旧計画図(その1～3) ・・・・ 16 ～ 18 35 ． 東金IC Aランプ橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 85

6 ． 戸田高架橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 19 36 ． 東金IC Aランプ橋  試掘工平面図(参考図) ・・・・ 86

7 ． 本郷矢部高架橋  下部工検査路撤去図 ・・・・ 20 37 ． 東金IC Bランプ橋  下部工検査路撤去図(その1～2) ・・・・ 87 ～ 88

8 ． 本郷矢部高架橋  下部工検査路復旧図(その1～3) ・・・・ 21 ～ 23 38 ． 東金IC Bランプ橋  下部工検査路復旧図(その1～4) ・・・・ 89 ～ 92

9 ． 本郷矢部高架橋  昇降設備撤去・復旧計画図(その1～3) ・・・・ 24 ～ 26 39 ． 東金IC Bランプ橋  排水装置撤去・復旧計画図(その1～8) ・・・・ 93 ～ 100

10 ． 本郷矢部高架橋  排水装置撤去・復旧計画図(その1～6) ・・・・ 27 ～ 32 40 ． 東金IC Bランプ橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 101

11 ． 本郷矢部高架橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 33 41 ． 東金IC Bランプ橋  試掘工平面図(参考図) ・・・・ 102

12 ． 本郷矢部高架橋  試掘工平面図(参考図) ・・・・ 34   

13 ． 本郷矢部高架橋  P9橋脚 農業用水路 切り回し図(参考図) ・・・・ 35

14 ． 森高架橋  下部工検査路復旧図 ・・・・ 36

15 ． 森高架橋  排水装置撤去・復旧計画図(その1～2) ・・・・ 37 ～ 38

16 ． 森高架橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 39

17 ． 森高架橋  市道迂回計画図(参考図) ・・・・ 40

18 ． 森高架橋  ヤード整備図(参考図) ・・・・ 41

19 ． 酒蔵高架橋  下部工検査路撤去図(その1～3) ・・・・ 42 ～ 44

20 ． 酒蔵高架橋  下部工検査路復旧図(その1～3) ・・・・ 45 ～ 47

21 ． 酒蔵高架橋  排水装置撤去・復旧計画図(その1～3) ・・・・ 48 ～ 50

22 ． 酒蔵高架橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 51

23 ． 滝高架橋  排水装置撤去・復旧計画図 ・・・・ 52

24 ． 滝高架橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 53

25 ． 滝高架橋  ヤード整備図(参考図) ・・・・ 54

26 ． 丹尾高架橋  下部工検査路撤去図(その1～2) ・・・・ 55 ～ 56

27 ． 丹尾高架橋  下部工検査路復旧図(その1～3) ・・・・ 57 ～ 59

28 ． 丹尾高架橋  排水装置撤去・復旧計画図(その1～2) ・・・・ 60 ～ 61

29 ． 丹尾高架橋  工事用道路計画図 ・・・・ 62

30 ． 丹尾高架橋  附帯工撤去・復旧図 ・・・・ 63

図　番 図　番

図　　面　　目　　次
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数量総括表(率計上項目)

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

数量総括表(率計上項目)
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A2橋台

撤去材料（撤去数：4)

注)ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去し、

   アンカー本体は再利用する。

一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料

A2

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その1)

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その1)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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P11～P7及びP4～P1橋脚

P11～P7,P4～P1

撤去材料

撤去材料

撤去材料

撤去材料

撤去材料

BR2 BR2BR1 BR1

BR1 撤去材料
（撤去数：2)

注1)BR1ブラケットは既設部材を撤去する。

    但し、アンカー本体は再利用し、

    ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去する。

BR2 撤去材料（撤去数：2)

 4-BN M16x40(1-W)

注2)BR2ブラケットは既設部材を再利用する為、

    検査路本体とブラケットを接合するボルト・ナットのみ撤去する。

（撤去数：4)

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

A2 P11 P10 P9 P8 P7 P5 P4 P3 P2 P1 A1

P11～P7及びP4～P1橋脚

P11～P7,P4～P1

撤去材料

撤去材料

撤去材料

撤去材料

撤去材料

BR2 BR2BR1 BR1

BR1 撤去材料
（撤去数：2)

注1)BR1ブラケットは既設部材を撤去する。

    但し、アンカー本体は再利用し、

    ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去する。

BR2 撤去材料（撤去数：2)

 4-BN M16x40(1-W)

注2)BR2ブラケットは既設部材を再利用する為、

    検査路本体とブラケットを接合するボルト・ナットのみ撤去する。

（撤去数：4)

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

A2 P11 P10 P9 P8 P7 P5 P4 P3 P2 P1 A1

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その2)

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その2)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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P6橋脚(P5橋脚)

(撤去材料)

(P5)

一時撤去材料

一時撤去材料
一時撤去材料

BR1(BR2) BR1BR1

BR2 撤去材料（撤去数：(2))

A2 P11 P10 P9 P8 P7 P5 P4 P3 P2 P1 A1

BR1 撤去材料
（撤去数：4(2))

注1)BR1ブラケットは既設部材を撤去する。

    但し、アンカー本体は再利用し、

    ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去する。

注2)BR2ブラケットは既設部材を再利用する為、

    検査路本体とブラケットを接合するボルト・ナットのみ撤去する。

 4-BN M16x40(1-W)

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

一時撤去材料

(撤去材料)

一時撤去材料

(撤去材料)

(撤去材料)
(撤去材料)

BR1(BR2)

P6橋脚(P5橋脚)

(撤去材料)

(P5)

一時撤去材料

一時撤去材料
一時撤去材料

BR1(BR2) BR1BR1

BR2 撤去材料（撤去数：(2))

A2 P11 P10 P9 P8 P7 P5 P4 P3 P2 P1 A1

BR1 撤去材料
（撤去数：4(2))

注1)BR1ブラケットは既設部材を撤去する。

    但し、アンカー本体は再利用し、

    ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去する。

注2)BR2ブラケットは既設部材を再利用する為、

    検査路本体とブラケットを接合するボルト・ナットのみ撤去する。

 4-BN M16x40(1-W)

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

一時撤去材料

(撤去材料)

一時撤去材料

(撤去材料)

(撤去材料)
(撤去材料)

BR1(BR2)

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その3)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その3)
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A1橋台

一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料

撤去材料（撤去数：4)

A1

注)ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去し、

   アンカー本体は再利用する。

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

A1橋台

一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料

撤去材料（撤去数：4)

A1

注)ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去し、

   アンカー本体は再利用する。

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その4)

戸田高架橋 下部工検査路撤去図(その4)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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A2橋台 - 1(既設下部工検査路復旧図)

復旧材料 復旧材料

復旧材料復旧材料

a部(下部工検査路復旧図(その2)を参照のこと)

A2

 1-BASE PL 420x12x230(SM400A)

 2-打込式アンカー M16(SS400)

新設ブラケット S=1:25
4
20

230

45 140 45

30
2
30

60

15 200 15

70 90 70

新設ブラケット材料

18x40 長孔

350 500

4
20

85
3
04

15

8
1
00

12 838 10

10

12 848

438 300 110

6

18x40 長孔

50

2
00

1
00

50

(製作数:4)

12

 4-BN M16x45(2-W)(SS400)

※

※

※

※

※

※

1
00

6

8
8

85
8

3
04

8
15

 4-NUT M16(1種)(SS400)※

 4-WASHER M16(SS400)※

 4-SPRING WASHER M16(SS400)※

新設アンカーを使用する

既設アンカーを再利用する

2,新設ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

  但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用すること。

3,※印付部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

  亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

注記

  なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

  健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

 1-PL 304x8x838(SM400A)

 1-PL  90x8x873(SM400A)

 1-PL 200x8x848(SM400A)

848

2
04

4,検査路とブラケットを取付ける新設BNは、ゆるみ止めナットを使用すること。

5,新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

35R

35
R

8

1,現場実測後、製作,施工すること。

A2橋台 - 1(既設下部工検査路復旧図)

復旧材料 復旧材料

復旧材料復旧材料

a部(下部工検査路復旧図(その2)を参照のこと)

A2

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その1)

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その1)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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A2橋台 - 2(既設下部工検査路改築図)

現　況

250

10

590

A A

6

3
.2

3

BN M12(新設)

側面検査路

縁端拡幅

250

Ch.PL切断

 1-Ch.PL 680x3.2x600

撤去材料

7
00

500100 100 500

撤  去

改 築 後

840(新設Ch.PL範囲)

A - A

Ch.PL(新設)

1
00

250

10

590

840

新設材料

(L=680mm)

B

B

B - B

3
.2

1
00

50
50

a部詳細

3
.2

1
00

680

140140 400

50
50

BN M12

10

 6-BN M10x30(1-W,1-SW)

 1-Ch.PL 680x3.2x840

 現場孔明(φ17):2箇所(t=5mm)

 2-BN M12x35(2-W)

 1-PL 100x6x680(SM400A)

 6-BN M10x30(1-W,1-TW)

注記注記

1,現場実測後、製作,施工すること。

3,ナットは、 全てゆるみ止めナットを使用すること。

4,※印付部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

  (チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

2,特記なき材質は、全てSS400とする。

※

※

※

※

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

BN M10x30

50200@250

正面検査路

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

50200

250600(Ch.PL撤去)

250100
BN M10x30側面検査路

(残置)

正面検査路

(一時撤去→復旧)

(撤去)

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

BN M10x30

(新設)

現場孔明(φ17)

側面検査路歩廊桁

(CH 100x50x5x7.5)

新設Ch.PL取付部詳細 S=1:12.5

1
00

3
.2

10 20

BN M10x30

(1-W,1-TW)

850

850

縁端拡幅

850

5,溶融亜鉛メッキを施した部材の切断された面には、

  高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その2)

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その2)

S=1:25

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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621

8700

3279 900 3279 621

179 100 100 179

950 2700 1400 2700 950

300 300

650 3300 800 3300 650

2000 500 800

1
00

5
00

4
00

P11～P7及びP3,P1橋脚(新設下部工検査路図)

150 850 850 150 150 150

850 850 800 500 850 850

8700

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

50 225 3x200
=600

250 3x200
=600

250 25 125

3x183.3
=550

2
50

2
50

500

3x200
=600

64
0.
3

50225

 2-PIPE φ21.7x1.9x177(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x2042(STK400)

10-PL 200x6x220

20-BN M16x40(2-W)

 1-PIPE φ34x2.3x652(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x766(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x496(STK400)

 5-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 4-PIPE φ21.7x1.9x824(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x131(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x648(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x474(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x377(STK400)

 1-CH 100x50x5x7.5x900

 1-CH 100x50x5x7.5x500

 1-CH 100x50x5x7.5x3300

 1-CH 100x50x5x7.5x800

 1-CH 100x50x5x7.5x658

 1-CH 100x50x5x7.5x2018

 1-Ch.PL 880x3.2x3280

 2-FB 50x6x490

 1-PL 200x8x480

35-BN M10x30(1-W,1-TW)

 1-PL 200x8x880

 1-CH 100x50x5x7.5x900

 1-CH 100x50x5x7.5x500

 1-CH 100x50x5x7.5x3300

 1-CH 100x50x5x7.5x800

 1-CH 100x50x5x7.5x658

 1-CH 100x50x5x7.5x2018

 1-Ch.PL 880x3.2x3280

 1-FB 50x6x890

 1-PL 200x8x480

35-BN M10x30(1-W,1-TW)

 1-PL 200x8x880

3
50

1
50

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

100 500<L1>

10 480<L2> 10

4

FB 50x6

φ
34

φ
21
.7

φ
21
.7

φ34

40
90

90

2
20

50

40 120 40

200

4

φ18孔(CH側)

18x40長孔(PIPE側)

500<L1>

50 400<L3> 50

10 480<L2> 10

20 20 20 20

FB 50x6

φ12孔

歩廊端部詳細
10 20

20

3
.2

1
00

50

30

c

c部詳細 S=1:7.5

BN M10x30

(1-W,1-TW)

20

20

φ10孔
φ10孔

φ10孔

支柱及び手摺メッキ用空気孔詳細 S=1:12.5

手摺及び歩廊詳細 S=1:25

a

a部詳細 S=1:12.5

φ
34

(
φ
2
1.
7)

φ34

(φ21.7)

注記

1,現場実測後、製作,施工すること。

2,特記なき材質は、全てSS400とする。

3,ナットは、全てゆるみ止めナットを使用すること。

4,部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

  (チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

3
.2

1
00

50

6

6

65

15
R

20

支柱(PIPE)に溶接

歩廊桁(CH)に溶接

標準部<拡幅部>

1
1
40

10
50

Ch.PL t=3.2

30 220 220 30

50

φ12孔

2
25

1
25

1
00

40
10

500

ブラケット取付板詳細

10 480 10

90 300 90

50
1
00

50

2
00

18x40長孔

4

30 L4 30

50

(
12
5)

φ12孔

2
25
(2
0
0)

(
17
5)

1
25

(
2
5)

1
00

40
(
11
5)

10

L1

拡幅部標準部

B

B

B - B

150 479

100 379

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

100 500

150 350

 1-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 2-PL 200x6x220

 4-BN M16x40(2-W)

(製作数:2)

b

225 225250 250

4
00

500

19
5.
2

25
0

19
5.
2

500

4
00

b部詳細 S=1:25

歩廊桁位置 手摺位置

64
0.
3

 PIPE φ34x2.3(STK400)
(PIPE φ21.7x1.9)

10 L2 10

90 L5 90

50
1
00

50

2
00

4

拡幅部標準部

18x40長孔

5,マンホール詳細,落下防止用チェーン金具詳細および

  を参照のこと。

A A

A - A

  ブラケット詳細は、「戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その4)」

 2-PIPE φ21.7x1.9x177(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x2042(STK400)

10-PL 200x6x220

20-BN M16x40(2-W)

 1-PIPE φ34x2.3x652(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x766(STK400)

 5-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 4-PIPE φ21.7x1.9x824(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x131(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x648(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x474(STK400)

BR1 BR1

P11～P7,P3,P1

P5,P4,P2

L1

900

750

L2

880

730

L3

800

650

L4

2x200=400

250

L5

700

550

落下防止用チェーン

6,昇降梯子は「昇降梯子図」を参照のこと。

S=1:25

S=1:25

支柱
PIPE φ34x2.3(STK400)

PIPE φ34x2.3
(STK400)

PIPE φ21.7x1.9
(STK400)

PIPE φ21.7x1.9
(STK400)

3
70

3
70

3
60

1
00

1
1
00

CH 100x50x5x7.5

P11～P7,P5～P1橋脚(新設下部工検査路詳細図-1)

昇降梯子

1
2
00

落下防止用チェーン金具
落下防止用チェーン金具

9
00

50 50

昇降梯子

マンホール

C - C

150 380

100 50

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

100 900

150230 520

499

C

C

歩廊桁

12
17φ

3
4
(φ

2
1
.
7)

 1-PIPE φ34x2.3x380(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x204(STK400)

 2-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 4-PL 200x6x220

 8-BN M16x40(2-W)

(製作数:2)

75

150

2000500800

850850150150

3x200
=600

2503x200
=600

2502522550

500

200250 75

150

500 800

 2-PIPE φ21.7x1.9x151(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x151(STK400)

 1-FB 50x6x890  2-FB 50x6x490

平 面 図

250 250 3x183.3
=550

250250

BR2 既設ブラケット

(再利用)

BR2 既設ブラケット

(再利用)

640.3

300 300

LEVEL

水抜き孔

φ10

水抜き孔

φ10

手摺

支柱

手摺

支柱

手摺

支柱

440
注) ( )内寸法は、マンホール蝶番取付側を示す。

230

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その3) S=1:75

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その3)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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P4,P2橋脚(新設下部工検査路図)

a部詳細 S=1:12.5

φ
34

(
φ
2
1.
7)

φ34

(φ21.7)

2
50

500 500

2
50

b部詳細 S=1:25

歩廊桁位置 手摺位置

 PIPE φ34x2.3(STK400)
(PIPE φ21.7x1.9)

A - A

76

102

25

1
2
.5

1
2
.5

φ12孔

3
.2 φ34

13 76 30 13

132

3
.2

2-PL 25x3.2x167

2-PL 25x3.2x137

4-BN M10x25(2-W)

落下防止用チェーン金具詳細 S=1:5

1組当り(設置数:2)

注記

3,特記なき材質は、全てSS400とする。

5,☆印付以外のナットは、全てゆるみ止めナットを使用すること。

6,部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

  (チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

7,打込式アンカーボルトの埋込長は、60mmを標準とする。

2,ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

  但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

  なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの

  新設アンカーに変更すること。

  健全性を確認し、健全性が確保出来ない場合は、

621

8700

3279 900 3279 621

179 100 100 179

950 2700 1400 2700 950

300 300

650 3300 800 3300 650

2000 500 800 800 500 2000

1
00

5
00

2
50

150 850 850 150 150 150 850 850 150

850 850 800 500 850 850

8700

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

50 225 3x200
=600

250 3x200
=600

250 25 125

2
50

2
50

500

3x200
=600

150

502253x200
=600

2503x200
=600

2502522550

500

200250

 2-PIPE φ21.7x1.9x177(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x2043(STK400)

10-PL 200x6x220

20-BN M16x40(2-W)

 1-PIPE φ34x2.3x567(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x761(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x496(STK400)

 5-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 4-PIPE φ21.7x1.9x824(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x133(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x564(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x146(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x377(STK400)

 1-CH 100x50x5x7.5x750

 1-CH 100x50x5x7.5x500

 1-CH 100x50x5x7.5x3300

 1-CH 100x50x5x7.5x800

 1-CH 100x50x5x7.5x571

 1-CH 100x50x5x7.5x2012

 1-Ch.PL 730x3.2x3280

 2-FB 50x6x490

 1-PL 200x8x480

34-BN M10x30(1-W,1-TW)

 1-PL 200x8x730

 1-CH 100x50x5x7.5x750

 1-CH 100x50x5x7.5x500

 1-CH 100x50x5x7.5x3300

 1-CH 100x50x5x7.5x800

 1-CH 100x50x5x7.5x571

 1-CH 100x50x5x7.5x2012

 1-Ch.PL 730x3.2x3280

 1-FB 50x6x740

 1-PL 200x8x480

34-BN M10x30(1-W,1-TW)

 1-PL 200x8x730

3
50

1
50

B

B

B - B

150 479

100 379

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

100 500

150 350

 1-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 2-PL 200x6x220

 4-BN M16x40(2-W)

(製作数:2)

A A

 2-PIPE φ21.7x1.9x177(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x2043(STK400)

10-PL 200x6x220

20-BN M16x40(2-W)

 1-PIPE φ34x2.3x567(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x761(STK400)

 5-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 4-PIPE φ21.7x1.9x824(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x133(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x564(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x474(STK400)

BR1 BR1

559

b

559

559

154
.5

250

154
.5

P11～P7,P3,P1<P5,P4,P2>

4,特記なきスカーラップは、35Rとする。

1-チェーン φ6x1000

チェーン

9,昇降梯子は「昇降梯子図」を参照のこと。

1,現場実測後、製作,施工すること。

P11～P7,P5～P1橋脚(新設下部工検査路詳細図-2)

7
50

75

150 150

75

a

落下防止用チェーン

BR2 既設ブラケット

(再利用)

BR2 既設ブラケット

(再利用)

昇降梯子

1
2
00

落下防止用チェーン金具
落下防止用チェーン金具

500 800

平 面 図

3x183.3
=550

225 225250 25050 50

昇降梯子

C

250 250 3x183.3
=550

250250

マンホール

C

歩廊桁

12
17φ

3
4
(φ

2
1
.
7)

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

100 750

150 600

150 200

100 100

 1-PIPE φ34x2.3x200(STK400)

 4-PIPE φ21.7x1.9x87(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 2-PL 200x6x220

 4-BN M16x40(2-W)

(製作数:2)

C - C

ブラケット S=1:25

4
20

230

45 140 45

30
2
30

60

15 200 15

70 90 70 18x40 長孔

100 900<750>

4
20

85
3
04

15

8
1
00

12 988<838> 10

10

12 998<848>

188 700<550> 110

6

18x40 長孔

50

2
00

1
00

50

12

1
00

6

8
8

85
8

3
04

8
15

新設アンカーを使用する

既設アンカーを再利用する

998<848>

2
04

 1-BASE PL 420x12x230(SM400A)

 2-打込式アンカー M16

 4-BN M16x45(2-W)

 4-NUT M16(1種)

 4-WASHER M16

 4-SPRING WASHER M16

 1-PL 304x8x988<838>(SM400A)

 1-PL  90x8x1019<873>(SM400A)

 1-PL 200x8x998<848>(SM400A)

P11～P7,P3,P1<P5,P4,P2>

☆

BR1 (1箇所当り(製作数:各2))

BR2 (1箇所当り(使用数:各2))

 4-BN M16x45(2-W)

マンホール詳細 S=1:25

800

100600100

50
3
.2

D - D E - E
150

1
00

1-RB φ13x400

2-NUT M12(3種)

c部詳細

1-Ch.PL 390x3.2x780

2-L 50x50x6x600

2-L 50x50x6x370

1箇所当り(設置数:2)

☆

88φ24

200

49
48

49

1
50

88

S=1:12.5

S=1:25 S=1:25

 1-L 65x65x6x370

3
D

D

E

E

150

1
00

3

1-RB φ13x35030

(
ね

じ
切

り
長
)

3

φ13

割ピン詳細 S=1:5ピン端部詳細 S=1:5

φ
13

1010

20

φ
15

φ
24

φ
3.2孔

2
2

4
.5

3
.2

内径φ15

φ13

88φ2488

4
.5

4
.5

F - F S=1:25

370

65

1箇所当り(設置数:2)

4

1
00

3
.2

10

17050560

10 780

10
3
90

5
00
<3
5
0>

1
00

10
3
70

10

10 20
1
50

50
1
50

20

5
00
<3
5
0>

800

c

1
50

φ15孔

1
20

1
20

F

F

2-PL 150x4.5x160

1-RB φ13x190

2-割ピン φ3.2x32(SWRM8)

 2-PIPE φ21.7x1.9x474(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x146(STK400)

 1-FB 50x6x740  2-FB 50x6x490

300 300

注)BR2ブラケットは既設部材を再利用する為、

   検査路本体とブラケットを接合する

   ボルト・ナットのみ新設とする。

LEVEL

水抜き孔

φ10

水抜き孔

φ10

529

(製作数:各1)

3
90

9
00
<7
5
0>

1
25 1
00

25

3

3

CH 100x50x5x7.5
L 65x65x6

φ12孔
13R

13

20

5
.8

6.4 32 3.2

2
.9

8,手摺及び歩廊関連の詳細は、「戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その3)」

  を参照のこと。

8

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その4) S=1:75

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その4)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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P6橋脚(既設下部工検査路復旧図)

復旧材料

復旧材料

復旧材料

復旧材料
復旧材料

A2 P11 P10 P9 P8 P7 P5 P4 P3 P2 P1 A1

新設ブラケット S=1:25

 1-BASE PL 350x12x230(SM400A)

 2-打込式アンカー M16(SS400)

3
50

230

45 140 45

60
1
30

60

15 200 15

70 90 70

新設ブラケット材料

18x40 長孔

350 500

3
50

15
3
04

15

8
1
00

12 838 10

10

12 848

438 300 110

6

18x40 長孔

50

2
00

1
00

50

(製作数:4)

12

 4-BN M16x45(2-W)(SS400)

※

※

※

※

※

※

1
00 6

8
8

15
8

3
04

8
15

 4-NUT M16(1種)(SS400)※

 4-WASHER M16(SS400)※

 4-SPRING WASHER M16(SS400)※

2,新設ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

  但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用すること。

3,※印付部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

  亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

注記

  なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

  健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

 1-PL 304x8x838(SM400A)

 1-PL  90x8x873(SM400A)

 1-PL 200x8x848(SM400A)

848

2
04

4,検査路とブラケットを取付ける新設BNは、ゆるみ止めナットを使用すること。

5,新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

35R

35
R8

1,現場実測後、製作,施工すること。

既設アンカーを

再利用する

新設アンカーを

使用する

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その5)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その5)
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A - A

1
2
00

G4G3G2G1

1512 2650 2650落橋防止位置 4188

938 912

179 425 1000 812.5 812.5 1000 300 100

900

100 300 1000 3x730=2190 860 179

46294629

450 4650 800 4650 450

3350 500 800 800 500 3350

1
00

5
00

2
50

150 150 150 150

11000

50
225

250 225
50

2
50

2
50

300

75 250 50
225

253x200

=600125

300

75

3
50

1
50

225 225250

559

3x250

=750 250250

350350 150 3x730=2190 860150812.5812.51000425

250
253x187.5

=562.5175

250

1512 2650 2650 4188落橋防止位置

600 710

c

421 421

11000

 1-PIPE φ34x2.3x496(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x377(STK400)

B - B

150479

100379

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

100500

150350

 1-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 2-PL 200x6x220

 4-BN M16x40(2-W)

(製作数:2)

B

B

A A

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

750 4050 1400 4050 750

300 300

BR1 BR1

 2-PIPE φ21.7x1.9x177(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x671(STK400)

14-PL 200x6x220

28-BN M16x40(2-W)

 7-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x274(STK400)

 1-CH 100x50x5x7.5x750

 1-CH 100x50x5x7.5x500

 1-CH 100x50x5x7.5x4650

 1-CH 100x50x5x7.5x800

 1-CH 100x50x5x7.5x571

 1-CH 100x50x5x7.5x3362

 1-Ch.PL 730x3.2x4630

 4-FB 50x6x490

 1-PL 200x8x480

46-BN M10x30(1-W,1-TW)

 1-PL 200x8x730

 1-CH 100x50x5x7.5x710

 1-CH 100x50x5x7.5x500

 1-CH 100x50x5x7.5x3340

 1-CH 100x50x5x7.5x800

 1-CH 100x50x5x7.5x571

 1-CH 100x50x5x7.5x3362

 1-Ch.PL 730x3.2x4630

 1-PL 200x8x480

48-BN M10x30(1-W,1-TW)

 1-PL 200x8x730

 2-PIPE φ21.7x1.9x177(STK400)

14-PL 200x6x220

28-BN M16x40(2-W)

 1-PIPE φ34x2.3x3296(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x450(STK400)

 7-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x834(STK400)

 6-PIPE φ21.7x1.9x704(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x274(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x399(STK400)

 4-PIPE φ21.7x1.9x786(STK400)

d e f

BR2 既設ブラケット

d～f部詳細 S=1:50

1
00

1
1
00

3
70

3
70

3
60

φ
34

φ
21
.7

φ
21
.7

1000

L1 L2

D

D

D - D S=1:50

1
00

100500

1
10

9
50

 2-CH 100x50x5x7.5x250

 1-CH 100x50x5x7.5x700

 1-CH 100x50x5x7.5x750 1-FB 50x6x740

 1-FB 50x6x740

平 面 図

落橋防止

C

C

C - C

 1-PIPE φ34x2.3x200(STK400)

 4-PIPE φ21.7x1.9x87(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x1140(STK400)

 2-PL 200x6x220

 4-BN M16x40(2-W)

(製作数:2)

200

(再利用) BR2 既設ブラケット

(再利用)

250

3x187.5

=562.5

2504x200
=800

4x200
=800

 3-FB 50x6x490

落下防止用チェーン

落下防止用チェーン金具落下防止用チェーン金具

昇降梯子

マンホール

昇降梯子

7
50

注記

2,特記なき材質は、全てSS400とする。

3,部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

  (チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

1,現場実測後、製作,施工すること。

4,各部詳細は、「戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その3,4)」

P5橋脚(新設下部工検査路図)

300 300

b

a

250

3340

c部詳細 S=1:25

a部詳細 S=1:25

φ
34

(
φ
2
1.
7)

φ34

(φ21.7)

b部詳細 S=1:25

歩廊桁位置 手摺位置

2
50

500 500

2
50

559

154.5

250

154.5

12
17

φ
21
.7

歩廊桁

 PIPE φ21.7x1.9(STK400)

LEVEL

2.16 %

800

50 50

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

100750

150600

150200

100100

529水抜き孔

φ10
水抜き孔

φ10

  を参照のこと。

5,昇降梯子は「昇降梯子図」を参照のこと。

 1-FB 50x6x290

 1-PIPE φ34x2.3x1725(STK400)

 1-PIPE φ34x2.3x450(STK400)

50 50

513

488

L2

487

512

L1

538462

d部

e部

f部

85 85 175

50 50 50 50 50 50

250
250

559

225

50

2
00

3
00

7
00

600 85

1
00

1
00

1
00

2
00

1
00

1
00

50 200 50

85

220

175

250

250240 240 240 240 240 240

3x203.3

=610

150 150

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その6) S=1:75

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その6)
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A1橋台 - 1(既設下部工検査路復旧図)

復旧材料

復旧材料 復旧材料

復旧材料

A1

a部(下部工検査路復旧図(その8)を参照のこと)

新設ブラケット S=1:25

(製作数:4)

 1-BASE PL 420x12x230(SM400A)

 2-打込式アンカー M16(SS400)

新設ブラケット材料

350 500

4
20

85
3
04

15

8
1
00

12 838 10

10

12 848

438 300 110

6

18x40 長孔

50

2
00

1
00

50

12

 4-BN M16x45(2-W)(SS400)

※

※

※

※

※

※

6

8
8

 4-NUT M16(1種)(SS400)※

 4-WASHER M16(SS400)※

 4-SPRING WASHER M16(SS400)※

注記

 1-PL 304x8x838(SM400A)

 1-PL  90x8x873(SM400A)

 1-PL 200x8x848(SM400A)

848

2
04

35R

35
R

2,新設ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

  但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用すること。

3,※印付部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

  亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

  なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

  健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

4,検査路とブラケットを取付ける新設BNは、ゆるみ止めナットを使用すること。

5,新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

1,現場実測後、製作,施工すること。

4
20

230

45 140 45

30
2
30

60

15 200 15

70 90 70 18x40 長孔

1
00

85
8

3
04

8
15

新設アンカーを使用する

既設アンカーを再利用する

8

A1橋台 - 1(既設下部工検査路復旧図)

復旧材料

復旧材料 復旧材料

復旧材料

A1

a部(下部工検査路復旧図(その8)を参照のこと)

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その7)

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その7)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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A1橋台 - 2(既設下部工検査路改築図)

現　況

AA

6

3
.2

3

正面検査路

縁端拡幅

250

 1-Ch.PL 680x3.2x600

撤去材料

500 100 100500

撤  去

改 築 後

A - A

Ch.PL(新設)

1
00

 1-Ch.PL 680x3.2x840

新設材料

B

B

B - B

3
.2

1
00

680

3
.2

1
00

140 140400

50
50

50
50

a部詳細

 2-BN M12x35(2-W)

 1-PL 100x6x680(SM400A)

10

 6-BN M10x30(1-W,1-SW)

 6-BN M10x30(1-W,1-TW)

BN M12(新設)

※

※

※

※

50 200 @250

BN M10x30 側面検査路

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

Ch.PL切断

(L=680mm)

50 200

250 600(Ch.PL撤去)

250 100

850

BN M10x30

(撤去)
側面検査路

(残置)

正面検査路

(一時撤去→復旧)

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

250

10

590

840(新設Ch.PL範囲)

850

BN M10x30

(新設)

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

新設Ch.PL取付部詳細 S=1:12.5

1
00

3
.2

10 20

BN M10x30

(1-W,1-TW)

側面検査路歩廊桁

(CH 100x50x5x7.5)

250

10

590

840

850

BN M12

現場孔明(φ17)

注記注記

1,現場実測後、製作,施工すること。

3,ナットは、 全てゆるみ止めナットを使用すること。

4,※印付部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

  (チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

2,特記なき材質は、全てSS400とする。

5,溶融亜鉛メッキを施した部材の切断された面には、

  高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

縁端拡幅

 現場孔明(φ17):2箇所(t=5mm)

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その8)

戸田高架橋 下部工検査路復旧図(その8) S=1:25

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

13   102



14   102



戸田高架橋 昇降設備撤去・復旧計画図(その2)

P5･P6橋脚

昇降設備　撤去 昇降設備　復旧
3
2
5

1
4
@
1
0
5
0
=
14
7
00

4
3
1

<
9
19
>

2
7
25

34　　　400　　34

1
0
0

1
6
1
6
9
<
1
56
8
1>

2
5
00

1
6
0
6
9
<
1
55
8
1>

1
5
75

1
2
@
1
0
5
0
=
12
6
00

1
8
9
4
<
14
0
6>

5
0

4
4
@
3
5
0
=
1
5
4
0
0
<
4
3
@
3
50
=
1
5
0
5
0>

2
8
4.
5

<
2
1
5.
5>

2
8
4.
5

<
2
1
5.
5>

5
0 
　
　

　
　

6 700 6

<11.373>

<29.554>

150

11.474

注)<　>はP6を示す。

30.143

 炭素繊維巻立て補強

3
2
5

9
1
9

2
7
25

34　　　400　　34

1
0
0

2
5
00

1
5
75

1
2
@
1
0
5
0
=
12
6
00

5
0

5
0 
　
　

　
　

6 700 6150

AA

250

 RC巻立て補強

 ： RC巻立て補強 

 ：炭素繊維巻立て補強

凡例

S=1:100

A

BB

1
4
@
1
0
5
0
=
14
7
00

正面図側面図 正面図側面図

注)

1.特記なき材質は全てSS400とする。

2.新設部材は全て、溶融亜鉛メッキ塗装とする。付着量は、JIS

　H8641 によるものとする。鋼板 HDZT77、ボルト・ナットHDZT49。

3.復旧時の新規材料は補強部との干渉を避けるために必要な部材

4.製作及び施工にあたっては、現場の調査計測を行い現況を十分

　に反映し、寸法については必要に応じて変更し製作すること。

　のみとし、その他は既設材料を再利用する。

11.474

1
8
94

2
8
4.
5

2
8
4.
5

1
6
16
9

1
6
06
9

4
4
@
3
5
0
=
15
4
00

30.143

3
2
5

1
4
@
1
0
5
0
=
14
7
00

4
3
1

2
7
25

1
0
0

1
5
68
1

2
5
00

1
5
58
1

1
5
75

1
2
@
1
0
5
0
=
12
6
00

1
4
06

5
0

4
3
@
3
5
0
=
15
0
50

2
1
5.
5

2
1
5.
5

5
0 
　
　

　
　

29.554

400

側面図

11.373

250

縁端拡幅工

AAA

BB

P5 P6

縁端拡幅工

P6

 RC巻立て補強

P5

 炭素繊維巻立て補強

P6

400

1
5
0

A - A

6
5

 
 
 　

3
2
.5

3
2
.
5 
　

　
　

50 　　 　35

8585

一時撤去材料

     2 - Pipe 34φ x 2.3 x 16069<15581>(STK400)
45<44> - RB 22φ x 400
    32 - FB 65 x 6 x 218
    13 - FB 50 x 6 x 1784
     3 - FB 50 x 6 x 12650

注)<　>はP6を示す。

    32 - ホールインアンカー M16

撤去材料

    32 - ホールインアンカー M16

新設材料

 6<30> - FB 65 x 6 x 180

 6<30> - FB 65 x 6 x 436 
18<90> - BN M16 x 40 

1
5
0

2
5
0

4
9
4
0

4
9

4
0

9
5

400

9191

B - B

昇降設備断面図 S=1:25

18φ孔

6
5

 
 
 　

3
2
.5

3
2
.
5 
　

　
　

56 　　 　35

18φ孔

昇降設備撤去・復旧計画図(その2)

戸田高架橋

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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戸田高架橋 排水装置撤去・復旧計画図（その3）
A2 橋台

既設排水装置撤去図 新設排水装置改良図

135 700

1
4
55

6
0
20

4
15

3
50

2
98

2
25

5
47

8
00

2
98

4
68

2
4
00

1
6
54

3
00

5
00

3
00

4
68

2
x1
20
0=
24
00

1
0
54

3
00

20

断 面 図 S=1:75

S-1

S-1

S-1

S-1

S-1

H-2

H-1

Sr-2

S-1

Sr-1

FJ-1

1
4
00

2
00

1
6
00

2
50

700135

平 面 図 S=1:75

1
1
70

撤
去

範
囲

6
0
20

撤
去

範
囲

835

835

(竣工時 A1橋台)

注)

1.特記なき材質は全てSS400とする。

  鋼板 HDZT77、ボルト・ナット HDZT49。

3.復旧時の新規材料は補強部との干渉を避けるために必要な部材のみとし、

2.部材は全て、溶融亜鉛メッキ塗装とする。付着量は、JIS H8641によるものとする。

4.製作及び施工にあたっては、現場の調査計測を行い現状を十分に反映し、

  寸法については必要に応じて変更し製作すること。

  その他は既設材料を再利用する。

補強との干渉を避ける

補強部と交差する排水管を新規交換し、

（縁端拡幅250mm移動必要）

材 料 表 (A2橋台)

備　考数　量単位材質・規格記　号名　　称

流心延長 m 7.04撤去・復旧

250

側 面 図 S=1:75

縁端拡幅

排水装置撤去・復旧計画図（その3）

戸田高架橋

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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本郷矢部高架橋 下部工検査路撤去図

下部工検査路撤去図

本郷矢部高架橋

ー

P8、P9橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

7

※P8橋脚のみ一時撤去

P9 P8

一時撤去材料

一時撤去材料

一時撤去材料

一時撤去材料

6-NUT M16(1種)

6-WASHER M16

6-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去する。

※

一時撤去材料

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去し、

　P9橋脚のアンカー本体は再利用する。

※

一時撤去材料

一時撤去材料
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S=1:25ブラケット詳細図

15 200 15

230

15 8
3
04

8
15

3
50

90

140

60
2
30

60

8 592 10

610

8
1
00

8

8 192 300 110

1
00 2
00

 1-PL 230x8x350(復旧)

 1-PL  90x8x679(復旧)

 1-PL 200x8x602(復旧)

 1-PL 304x8x592(復旧)

 4-BN M16x50(2W付)(復旧)

1ヶ所当り(6ヶ所)

4-19x40長孔

50
50

600 10

4545

BR

BR

4-18x40長孔

250250

縁端拡幅

TYPE-A TYPE-B

RC巻立て

※

※

※印はガス切断を行う。

※印はガス切断を行う。

1
5
00

11400

1400

1
60

▽21.135

1
5
60

1
5
00

▽21.021

▽22.581

▽21.249

1
5
60

3
0
00

1
5
60

3044030

3
63
.2

3
70

3
50

1
00

7
33
.2

7
0
0
(脚

中
心
)

50

2
20

610

BR(撤去)

8
03
.2

S=1:50側面図(1-1)

▽22.695

500 100

1
2
50

600

P
7
橋
脚
側

P8

P
9
橋
脚
側

1400

P7橋脚側

P8

P9橋脚側

5054010

1

1

LC

S=1:50正面図

S=1:50平面図

10800

200

8

14-PL 200x8x220(復旧)

28-BN M16x40(2W付)(復旧)

179 740

5469

200

40
120

40

40
90

902
20

50

40

18

4-BN M16x40

BR(復旧)

15002000700

 1-Pipe φ34.0x2.3x 703(STK400)(加工)

 1-Pipe φ21.7x1.9x 437(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 537(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 496(STK400)(復旧)

7
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11400

BR(復旧)
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2000 2000 700 250250

4x1000=4000 550
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550 4x1000=4000 740 179

221221

2000
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00

 7-Pipe φ21.7x1.9x 974(STK400)(復旧)

14-PL 200x8x220(復旧)

28-BN M16x40(2W付)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 803(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 714(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 537(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 496(STK400)(復旧)

 8-Pipe φ21.7x1.9x 974(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ13.8x2.3x100(SGP8A)(復旧)

 1-Pipe φ21.7x2.3x100(SGP15A)(復旧)

TYPE-B

TYPE-A
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(復旧)
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※
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縁端拡幅

切断位置

※

※

※

300
S=1:50梯子詳細図
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φ18孔

65
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 2-FB 65x6x207(復旧)

 2-RB φ22x434(復旧)

 2-Pipe φ34.0x2.3x2286(STK400)(加工)

 2-FB 65x6x130(復旧)

梯子A

梯子A

R1
50

1
50

50

 2-FB 65x6x266(復旧)

3
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6
00

3
50

梯子A

(復旧)

RC巻立て

※印はガス切断を行う。
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※

630

4
50 3
50

3
50

BR(復旧) BR(復旧)
BR(復旧)BR(復旧)

縁端拡幅

 6-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 540x3.2x5030(復旧)

 2-[ 100x50x5x7.5x5050(復旧)

44-BN M8x30(3W付)(復旧)

 3-FB 200x8x480(復旧)

 3-[ 100x50x5x7.5x500(復旧)

 6-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 540x3.2x5080(復旧)

 2-[ 100x50x5x7.5x5050(復旧)

44-BN M8x30(3W付)(復旧)

 3-FB 200x8x480(復旧)

 1-[ 100x50x5x7.5x500(復旧)

 1-H 100x100x6x8x500(復旧)

 2-蝶番 (102x98)(SPHC:JIS G 3131)(復旧)

 1-Ch PL 380x3.2x715(復旧)

 1-L 65x65x6x400(復旧)

 2-RB φ13x660(SR235)(復旧)

 2-PL φ30x3.2(復旧)

 2-L 50x50x4x670(復旧)

昇降部

 1-L 50x50x4x400(復旧)

 4-BN M12x30(1W付)(復旧)

 3-BN M16x40(2W付)(復旧)

TYPE-BTYPE-A

"a"

 1-Pipe φ34.0x2.3x1167(STK400)(加工)

 5-Pipe φ34.0x2.3x1153(STK400)(復旧)

 1-Pipe φ21.7x1.9x 714(STK400)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1587(STK400)(加工)

 6-Pipe φ34.0x2.3x1153(STK400)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 760(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1960(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1180(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1960(STK400)(加工)

※ 1-Pipe φ34.0x2.3x 803(STK400)(加工)

※

※

※

※

※

※

※

 1-Pipe φ21.7x1.9x 427(STK400)(加工)※

440

 2-Pipe φ34.0x2.3x 850(STK400)(撤去)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 350(STK400)(撤去)

 2-Pipe φ34.0x2.3x 550(STK400)(撤去)

 2-RB φ22x434(撤去)

 2-FB 65x6x207(撤去)

 2-Pipe φ34.0x2.3x 850(STK400)(撤去)

 1-Pipe φ21.7x1.9x 850(STK400)(撤去)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 450(STK400)(撤去)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 350(STK400)(撤去)

撤去材料

撤去材料

撤去材料

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、

    HDZT49とする。

　4.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

　5.新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

　6.昇降部詳細は、「下部工検査路撤去図」を参照のこと。

　7.梯子A"a"部詳細は、「下部工検査路撤去図」を参照のこと。

　8.梯子B詳細は、「昇降設備撤去・復旧計画図」を参照のこと。

 4-打込式アンカー M16x100(新設)

 4-打込式アンカー M16x100(新設)

本郷矢部高架橋 下部工検査路復旧図(その1)

下部工検査路復旧図(その1)

本郷矢部高架橋

－

P8橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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 1-Pipe φ34.0x2.3x1587(STK400)(加工)
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 6-Pipe φ34.0x2.3x1153(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 714(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 537(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 496(STK400)(復旧)
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TYPE-A TYPE-B

梯子B

(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 974(STK400)(復旧)

24-BN M16x40(2W付)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x4097(STK400)(加工)

 6-Pipe φ34.0x2.3x1153(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 714(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 537(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 496(STK400)(復旧)

 4-Pipe φ21.7x1.9x 974(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ13.8x2.3x100(SGP8A)(復旧)

 1-Pipe φ21.7x2.3x100(SGP15A)(復旧)

7510

50 555 65

RC巻立て

RC巻立て

L 65x65x6(新設)
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130 140

L 65x65x6(新設)
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設
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65 600 65

630330 640820 1000

BR(復旧) BR(復旧) BR(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 127(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 117(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1180(STK400)(加工)

 4-BN M16x40(2W付)(新設)

 4-L 65x65x6x1255(新設)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1960(STK400)(加工)

※

65 600 6565 600 65 720 65

落橋防止装置

1049 1960 880 3559

65

 2-Pipe φ21.7x1.9x 317(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 807(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 880(STK400)(加工)

 2-PL 50x8x200(加工)

 6-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 540x3.2x5030(復旧)

 2-[ 100x50x5x7.5x5050(復旧)

44-BN M8x30(3W付)(復旧)

 3-FB 200x8x480(復旧)

 3-[ 100x50x5x7.5x500(復旧)

 6-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 540x3.2x5080(復旧)

 2-[ 100x50x5x7.5x5050(復旧)

44-BN M8x30(3W付)(復旧)

 3-FB 200x8x480(復旧)

 1-[ 100x50x5x7.5x500(復旧)

 1-H 100x100x6x8x500(復旧)

 2-蝶番 (102x98)(SPHC:JIS G 3131)(復旧)

 1-Ch PL 380x3.2x715(復旧)

 1-L 65x65x6x400(復旧)

 2-RB φ13x660(SR235)(復旧)

 2-PL φ30x3.2(復旧)

 2-L 50x50x4x670(復旧)

昇降部

 1-L 50x50x4x400(復旧)

 4-BN M12x30(1W付)(復旧)

 3-BN M16x40(2W付)(復旧)

TYPE-BTYPE-A

TYPE-BTYPE-A

65

29 36

L 65x65x6(新設)

7
1
.8

1180

 2-Pipe φ21.7x1.9x 627(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 617(STK400)(加工)

12-PL 200x8x220(復旧)

※ 2-PL 50x8x200(加工)

 2-BN M16x40(2W付)(新設)

 2-L 65x65x6x1255(新設)

※印はガス切断を行う。

※ ※

※印はガス切断を行う。
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RC巻立て

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

 1-Pipe φ34.0x2.3x 730(STK400)(撤去)

撤去材料

 2-Pipe φ21.7x1.9x 850(STK400)(撤去)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1153(STK400)(撤去)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 850(STK400)(撤去)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 730(STK400)(撤去)

 2-PL 170x8x200(撤去)

 4-BN M16x40(2W付)(撤去)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 730(STK400)(撤去)

TYPE-B

 1-Pipe φ34.0x2.3x1153(STK400)(撤去)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 730(STK400)(撤去)

 2-PL 170x8x200(撤去)

 4-BN M16x40(2W付)(撤去)

TYPE-A

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、

    HDZT49とする。

　4.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

　5.昇降部詳細は、「下部工検査路撤去図」を参照のこと。

　6.梯子B詳細は、「昇降設備撤去・復旧計画図」を参照のこと。

※

※

※ ※

※

※※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

本郷矢部高架橋 下部工検査路復旧図(その2)

下部工検査路復旧図(その2)

本郷矢部高架橋

－

P9橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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S=1:50加工詳細図

S=1:25ブラケット詳細図
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支柱定着PL

ガス切断

200 19520520015

支柱定着PL

ガス切断

65 600 65

330850820 640730630

※印はガス切断を行う。

支柱定着PL

ガス切断

支柱定着PL

ガス切断

550 20 550

昇降部

(復旧)

昇降部

(復旧)
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設
)

 4-NUT M16(1種)(新設)

 4-WASHER M16(新設)

 4-SPRING WASHER M16(新設)

※アンカー本体は再利用する。

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

　4.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

　5.ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

　　但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

　　なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

　　健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

本郷矢部高架橋 下部工検査路復旧図(その3)

下部工検査路復旧図(その3)

本郷矢部高架橋

－

P9橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

23   102



24   102



25   102



26   102



27   102



28   102



29   102



30   102



31   102



32   102



33   102



ST
A.
80
+8
0

S
T
A
.
8
1

S
T
A
.
8
1
+
2
0

S
T
A
.
8
1
+
40

ST
A.
81
+6
0

ST
A.
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2.
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% P1

7
5
0
0

1500

6308

4900

線

6600

6
6
0
0

6600

6600

市道日向269号線

1
5
0
0

1
5
0
0

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

平　面　図 S=1:1000

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状、支障物等がある場合は適宜修正を行うこと

至東金IC 至山武成東IC

(Ⅱ期線)

(下り線)

(上り線)

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

本郷矢部高架橋　試掘工平面図(参考図)

試掘工平面図(参考図)

本郷矢部高架橋
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A1橋台(既設下部工検査路改築図)

1.59 %

平 面 図

正 面 図

20

2444 7343 2388

12175(上り線)

12175(上り線)20

2444 7343 2388

5
00 5
00

4930 20 4930 20 4930

50

下り線 上り線

下り線 上り線

落橋防止構造 落橋防止構造
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切断

φ34 手摺撤去

切断
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1
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60

3
20

(
支
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範
囲
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φ
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950

(手
摺切断範囲)

A

A

50
3
70

3
60

7
80

1
00

500 100

5
00

a部詳細 S=1:37.5

B - B S=1:37.5

A - A S=1:37.5

BB

5
00

1
00

8
00

 1-PIPE φ34x2.3x598(STK400)

既設下部工検査路(撤去材料)

落橋防止構造

注記

1,現場実測後、製作,施工すること。

2,溶融亜鉛メッキを施した部材の切断された面には、

  高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

φ
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φ
21
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φ
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C
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1
1
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1
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3
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3
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3
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D - D S=1:37.5
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φ34 手摺
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5
00

落橋防止構造

b部詳細 S=1:37.5

C - C S=1:37.5

落橋防止構造 落橋防止構造

5
00

5
00

1
3
00

配 置 図 S=1:250

12175(下り線) 20 12175(上り線)

下り線 上り線

落橋防止構造 落橋防止構造

a

b

 1-PIPE φ34x2.3x540(STK400)

落橋防止構造

落橋防止構造

1
3
00

1
1
00

1
00

3
70

3
70

3
60 LEVEL

1
1
00

3
70

3
70

3
60

1
00

LEVEL

5
00

3
00

1040

106 750 184

90 20 90 950

9 941

切断

切断

500

手摺上寸法

20 1040

(手摺切断範囲)

540 500

φ34 手摺撤去
100 750 190

20 99

 2-PIPE φ34x2.3x320(STK400)

502 448

502 448

90 5x950=4750 90 90 5x950=4750 90 90 5x950=4750 90

502 4489 941

森高架橋 下部工検査路復旧図

森高架橋 下部工検査路復旧図 S=1:75

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

36   102



37   102



森高架橋 排水装置撤去・復旧計画図（その2）
A2 橋台 (R側)

既設排水装置撤去・復旧図

材 料 表 (A2橋台R側)

備　考数　量単位材質・規格記　号名　　称

流心延長 m 4.626

4
7
25

撤
去

範
囲

4
7
25

撤
去

範
囲

985

撤去範囲

注)

1.特記なき材質は全てSS400とする。

  鋼板 HDZT77、ボルト・ナット HDZT49。

3.復旧時の新規材料は補強部との干渉を避けるために必要な部材のみとし、

2.部材は全て、溶融亜鉛メッキ塗装とする。付着量は、JIS H8641によるものとする。

4.製作及び施工にあたっては、現場の調査計測を行い現状を十分に反映し、

  寸法については必要に応じて変更し製作すること。

  その他は既設材料を再利用する。

(竣工時 A1橋台L側)

撤去・復旧

排水装置撤去・復旧計画図（その2）

森高架橋

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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森高架橋　市道迂回路計画（参考図）

森高架橋　市道迂回路計画（参考図）

平　面　図

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状、支障物等がある場合は適宜修正を行うこと

S=1:200

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

断　面　図 S=1:200
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伐採範囲 100000

工事用出入口 20000

出口案内看板(既設)

6
0
0
0

既設盛土撤去復旧

H=1.0m,V=113.3m3

12000

6
0
0
0

ヤード整備 A=1000m2

伐採範囲 A=1000m2

1
0
0
0
0

アスカーブ撤去復旧 L=20.0m

A2

敷鉄板 3枚

22x1524x6096

伐採範囲　100000

5000

6
0
0
0

既設盛土撤去復旧

H=1.0m,V=57.3m3

1
0
0
0
0

工事用出入口 20000

アスカーブ撤去復旧 L=20.0m

A1

ヤード整備 A=1000m2

伐採範囲 A=1000m2

敷鉄板 3枚

22x1524x6096

森高架橋　作業ヤード整備工図（参考図）

森高架橋　作業ヤード整備工図（参考図）

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

種別 規格 単位 起点

集計表

終点

1000.0ヤード整備工 m2 1000.0

敷鉄板 枚 3 3

20.0アスカーブ撤去復旧 m 20.0

既設盛土撤去復旧 m2

合計

2000.0

6

40.0

22x1524x6096

113.357.3 170.6
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酒蔵高架橋 下部工検査路撤去図(その1)

下部工検査路撤去図(その1)

酒蔵高架橋

ー

A1橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

A2 A1

A1

一時撤去材料

一時撤去材料

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去し、

　アンカー本体は再利用する。

※
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酒蔵高架橋 下部工検査路撤去図(その2)

下部工検査路撤去図(その2)

酒蔵高架橋

ー

A2橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

A2 A1

A2

一時撤去材料
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酒蔵高架橋 下部工検査路撤去図(その3)

下部工検査路撤去図(その3)

酒蔵高架橋

ー

梯子A、C

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

A2

A2

A1

A1

一時撤去材料
一時撤去材料

8-NUT M16(1種)

8-WASHER M16

8-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去し、

　アンカー本体は再利用する。

8-NUT M16(1種)

8-WASHER M16

8-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去し、

　アンカー本体は再利用する。

※

※
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酒蔵高架橋 下部工検査路復旧図(その1)

下部工検査路復旧図(その1)

酒蔵高架橋

ー

A1橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

A2 A1

A1

復旧材料

復旧材料

新設材料

※

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

　4.ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

　　但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

　　なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

　　健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

　5.梯子詳細は「下部工検査路復旧図(その3)」を参照のこと。

※アンカー本体は再利用する。

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16
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酒蔵高架橋 下部工検査路復旧図(その2)

下部工検査路復旧図(その2)

酒蔵高架橋

ー

A2橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

A2 A1

A2

復旧材料

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.ブラケット詳細は「下部工検査路復旧図(その1)」を参照のこと。

　3.梯子詳細は「下部工検査路復旧図(その3)」を参照のこと。
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酒蔵高架橋 下部工検査路復旧図(その3)

下部工検査路復旧図(その3)

酒蔵高架橋

ー

梯子A、C

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

A2

A2

A1

A1

復旧材料
復旧材料

新設材料

※アンカー本体は再利用する。

新設材料

※アンカー本体は再利用する。

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

　4.梯子のアンカーは、既設アンカーを再利用する。

　　但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

　　なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

　　健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

　5.ブラケット詳細は「下部工検査路復旧図(その1)」を参照のこと。

※

※

8-NUT M16(1種)

8-WASHER M16

8-SPRING WASHER M16

8-NUT M16(1種)

8-WASHER M16

8-SPRING WASHER M16
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伐採範囲　100000

既設盛土撤去復旧

H=1.0m,V=33.3m3

1
0
0
0
0

1000

6 0
0 0

工事用出入口 20000

ガードレール撤去復旧 L=20.0m

Gr-C-E

ヤード整備 A=1000m2

伐採範囲 A=1000m2

敷鉄板 3枚

22x1524x6096

滝高架橋　作業ヤード整備工図（参考図）

滝高架橋　作業ヤード整備工図（参考図）

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

種別 規格 単位 全体

集計表

合計

1000.0ヤード整備工 m2 1000.0

敷鉄板 枚 3 3

20.0ガードレール撤去復旧 m 20.0

既設盛土撤去復旧 m2

22x1524x6096

33.333.3
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丹尾高架橋 下部工検査路撤去図(その1)

下部工検査路撤去図(その1)

丹尾高架橋

図示

A1橋台

※BR-4は撤去復旧対象外

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

一時撤去材料

A1P4 P3 P2 P1A2

一時撤去材料

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去し、

　アンカー本体は再利用する。

※

一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料

T-3 T-3

撤去復旧対象撤去復旧対象

撤去復旧対象

撤去復旧対象
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丹尾高架橋 下部工検査路撤去図(その2)

下部工検査路撤去図(その2)

丹尾高架橋

図示

A1橋台・A2橋台　梯子

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

A2

A2 A1P4 P3 P2 P1

A2

A1

一時撤去材料

8-NUT M16(1種)

8-WASHER M16

8-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去する。

※

一時撤去材料

6-NUT M16(1種)

6-WASHER M16

6-SPRING WASHER M16

撤去材料

※ホールインアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去する。

※

撤去復旧対象

撤去復旧対象

撤去復旧対象

A1
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2.626%

1

1

LC
S=1:50正面図

S=1:50側面図(1-1)

S=1:50平面図

P
1
橋
脚
側

A1

4
60

3550 4420 3530

30

6300

30
4
40

30

3
50

1
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00
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8

 1-L 65x65x6x490(復旧)

 7-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 480x3.2x6282(復旧)

179 3x1000=3000 150

3299 10

Pipe φ34.0x2.3

Pipe φ21.7x1.9

Pipe φ21.7x1.9P
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40
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90
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4-BN M16x40

200

50
100

50

 1-Pipe φ34.0x2.3x3317(STK400)(加工)

 2-[ 100x50x5x7.5x6302(復旧)

66-BN M10x35(1W,1TW付)(SUS304)(復旧)

 3-PL 200x8x480(復旧)

10 5930

220 30x200=6000 50 50 26x200=5200

3x144.3

=430 22030

P1橋脚側

A1

4149

150 3x1000=3000 630 179

TYPE-B TYPE-C

3
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3
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3
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00

1
1
00

30
4
40

30

3
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1
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5
00

1
00

 2-BN M16x40(2W付)(新設)

 2-L 65x65x6x1255(新設)

復旧

1
50

1
50

BR-3(復旧)

BR-3(復旧)BR-3(復旧)
BR-3(復旧)

BR-3(復旧)

BR-3(復旧)

1250

450 800

21002100100026502650550

60 490 2650 3650 2100 2100 450 800

TYPE-D

(撤去復旧対象外)

落橋防止装置 落橋防止装置

4
40

3
70

3
70

20
1
2
55

100

1
3
00

25

600

3000 42404250

落橋防止装置

落橋防止装置

落橋防止装置
Pipe φ34.0x2.3

Pipe φ21.7x1.9

Pipe φ21.7x1.9P
i
p
e
 φ

3
4
.
0
x
2
.3

3550 4420 3530

4260 3000 4240

TYPE-B TYPE-C

梯子T-3

(復旧) 梯子T-3

(復旧)

梯子T-4

(撤去復旧対象外)

30

▽55.164

▽54.862

▽55.013

3
60

3
70

3
70

1
00

1
1
00

1ヶ所当り(1ヶ所) 1ヶ所当り(1ヶ所)

TYPE-B TYPE-C

 1-Pipe φ34.0x2.3x2601(STK400)(加工)

1ヶ所当り(1ヶ所)

TYPE-B

16-PL 200x6x220(復旧)

32-BN M16x45(2W付)(SUS304)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1381(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 546(STK400)(復旧)

 8-Pipe φ34.0x2.3x1130(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 604(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 177(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 377(STK400)(復旧)

 8-Pipe φ21.7x1.9x 974(STK400)(復旧)

 1-[ 100x50x5x7.5x 500(復旧)

 1-L 65x65x6x490(復旧)

 7-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 480x3.2x5912(復旧)

 2-[ 100x50x5x7.5x5932(復旧)

64-BN M10x35(1W,1TW付)(SUS304)(復旧)

 3-PL 200x8x480(復旧)

1ヶ所当り(1ヶ所)

TYPE-C

 1-[ 100x50x5x7.5x 500(復旧)

610

梯子T-3

(復旧)

梯子T-3

(復旧)

100 700

4
60

10
2
2
00

4
80

90
90

L
 
6
5
x
6
5x
6
(新

設
)

65 300 65 2600

120

65300651380

340450 1000 1000 1000 230

L
 
6
5
x
6
5x
6
(新

設
)

L 65x65x6(新設) L 65x65x6(新設)

75

65

2936

500

L 65x65x6(新設)

BR-3(復旧)

16-PL 200x6x220(復旧)

32-BN M16x45(2W付)(SUS304)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 546(STK400)(復旧)

 8-Pipe φ34.0x2.3x1130(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 377(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 177(STK400)(復旧)

10-Pipe φ21.7x1.9x 974(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 107(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x4167(STK400)(加工) 2-Pipe φ21.7x1.9x 437(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 217(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 327(STK400)(加工)

 2-BN M16x40(2W付)(新設)

 2-L 65x65x6x1255(新設)

6
00

1
1
00

5
00

11500

600

1100

500

5
00

500

6
00

1
1
00

5
00

5
00

1149010

11500

※印はガス切断を行う。

※

※

※

※

※

※

※

※

※印はガス切断を行う。

 1-Pipe φ34.0x2.3x 430(STK400)(撤去)

撤去材料

 2-Pipe φ21.7x1.9x 430(STK400)(撤去)

TYPE-B

 1-Pipe φ34.0x2.3x 430(STK400)(撤去)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 430(STK400)(撤去)

TYPE-C

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、

    HDZT49とする。

　4.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

※

※

4
60

丹尾高架橋 下部工検査路復旧図(その1)

下部工検査路復旧図(その1)

丹尾高架橋

図示

A1橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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A A

S=1:25ブラケット詳細図

2.626%

S=1:50梯子詳細図

S=1:25a部詳細図

S=1:50加工詳細図
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 1-PL 230x8x350(復旧)
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 1-PL 200x8x592(復旧)
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 4-BN M16x45(2W付)(SUS304)(復旧)
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 4-RB φ22x420(復旧)

 2-Pipe φ34.0x2.3x2695(STK400)(復旧)

 4-FB 65x6x218(復旧)

1ヶ所当り(2ヶ所)
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TYPE-B TYPE-C

 4-NUT M16(1種)(新設)

 4-WASHER M16(新設)

 4-SPRING WASHER M16(新設)

※アンカー本体は再利用する。

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

　4.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

　5.ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

　　但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

　　なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

　　健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

　6.新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

 6-打込式アンカー M16x100(新設)

丹尾高架橋 下部工検査路復旧図(その2)

下部工検査路復旧図(その2)

丹尾高架橋

図示

A1橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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S=1:50梯子詳細図

2.000%

A A

1

1

LC

S=1:25a部詳細図

S=1:50平面図

S=1:50正面図

S=1:50側面図(1-1)
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(復旧)
梯子T-1

(復旧)

T-1(T-2)

 2-FB 65x6x130(復旧)

 7-RB φ22x420(復旧)

 2-Pipe φ34.0x2.3x3595(STK400)(復旧)

 6-FB 65x6x218(復旧)

1ヶ所当り(各1ヶ所)
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00
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注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、

    HDZT49とする。

　4.新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

 8-打込式アンカー M16x100(新設)

丹尾高架橋 下部工検査路復旧図(その3)

下部工検査路復旧図(その3)

丹尾高架橋

図示

A2橋台

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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10tトラック

盛土範囲①

A=460.84m2
L=195.95m

22532
000

1
9
6
325

1671

2183

4183

既設道路

2000 2000

1
0
00

1:1.5

2500盛土

砕石舗装

t=200

図示

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状、支障物等がある場合は適宜修正を行うこと

平　面　図 S=1:1100

横　面　図 S=1:200

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

丹尾高架橋　工事用道路計画図（参考図）

工事用道路計画図（参考図）

丹尾高架橋
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P6橋脚

一時撤去材料

撤去材料（撤去数：5)

注)ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去し、

   アンカー本体は再利用する。

 4-NUT M16(1種)

 4-WASHER M16

 4-SPRING WASHER M16

東金IC Aランプ橋 下部工検査路撤去図(その1)

下部工検査路撤去図(その1)

東金IC Aランプ橋

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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P23橋脚

撤去材料 撤去材料

撤去材料

撤去材料

BR2

BR2

BR1

注)ステップ(TYPE-A)は、落橋防止位置と重なるため撤去すること。

BR1 撤去材料
（撤去数：2)

注2)BR2ブラケットは既設部材を再利用する為、

ステップ(TYPE-B)

ステップ(TYPE-A)

(撤去) ステップ(TYPE-A)

 4-NUT M16(1種)

 4-WASHER M16

 4-SPRING WASHER M16

   なお、ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去する。

 4-NUT M16(1種)

 4-WASHER M16

 4-SPRING WASHER M16

    なお、ホールインアンカーは、

    ナットおよびワッシャーのみ撤去する。

(撤去)
ステップ(TYPE-B)

(撤去)

注)ステップ(TYPE-B)は既設部材を撤去する。

   但し、アンカー本体は再利用し、

   ホールインアンカーは、ナットおよびワッシャーのみ撤去する。

 2-PIPE φ34x2.3x1000(STK400)

 4-RB φ22x406

 4-FB 65x6x237

 4-NUT M16(1種)

 4-WASHER M16

 4-SPRING WASHER M16

ステップ(TYPE-B)撤去材料

注1)BR1ブラケットは、既設部材を撤去する。

A - A ,

ステップ(TYPE-A)撤去材料

 4-BN M16x40(1-W)

BR2 撤去材料（撤去数：2)

 4-BN M16x40(1-W)

    検査路本体とブラケットを接合するボルト・ナットのみ撤去する。

東金IC Aランプ橋 下部工検査路撤去図(その2)

下部工検査路撤去図(その2)

東金IC Aランプ橋

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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P6橋脚(既設下部工検査路復旧図)

復旧材料

 1-PL 250x8x 988(SM400A)

 1-PL  90x8x1009(SM400A)

 1-PL 260x8x 998(SM400A)

 2-打込式アンカー M16(SS400)

新設ブラケット S=1:25

3
90

280

65 150 65

30
1
50

90

10 260 10

95 90 95

新設ブラケット材料

500 500

3
90

92
2
50

32

8
1
00

12 988 10

10

12 998

588 300 110

18x40 長孔

55

2
60

1
50

55

(製作数:5)

12

 4-BN M16x45(2-W)(SS400)

※

※

※

※

※

1
20 8

8

92
8

2
50

8
32

 4-NUT M16(1種)(SS400)※

 4-WASHER M16(SS400)※

 4-SPRING WASHER M16(SS400)※

2,新設ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

  但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

3,※印付部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

  亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

注記

  なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

  健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

4,検査路とブラケットを取付ける新設BNは、ゆるみ止めナットを使用すること。

5,新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

6
6

35R

35
R

 1-BASE PL 390x12x280(SM400A)※

新設アンカーを使用する

既設アンカーを再利用する 18x40 長孔

8

988

1,現場実測後、製作,施工すること。

1
50

東金IC Aランプ橋 下部工検査路復旧図(その1)

下部工検査路復旧図(その1)

東金IC Aランプ橋

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道
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2,特記なき材質は、全てSS400とする。

3,ナットは、全てゆるみ止めナットを使用すること。

4,部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

  (チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

6,昇降梯子は「昇降梯子図」を参照のこと。

1,現場実測後、製作,施工すること。

5,各部詳細は、「東金IC Aランプ橋 下部工検査路復旧図(その3)」

  を参照のこと。
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注記

3,特記なき材質は、全てSS400とする。

5,☆印付以外のナットは、全てゆるみ止めナットを使用すること。

6,部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

  但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

  (チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

7,打込式アンカーボルトの埋込長は、60mmを標準とする。

4,特記なきスカーラップは、35Rとする。

1,現場実測後、製作,施工すること。

2,ステップのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

  但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

  なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの

  新設アンカーに変更すること。

  健全性を確認し、健全性が確保出来ない場合は、
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種別 規格 単位 全体

集計表

合計
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P10橋脚 m2 3.2

P11橋脚 m2 0.8

13.9

附帯工撤去・復旧図

東金IC　Aランプ橋

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

用排水撤去設置工 69.80.30・0.30 m 69.8
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0
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試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

東金IC　Aランプ橋　試掘工平面図(参考図)

平　面　図 S=1：600

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状、支障物等がある場合は適宜修正を行うこと

試掘工平面図(参考図)

東金IC　Aランプ橋　

図示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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東金IC Bランプ橋 下部工検査路撤去図(その1)

下部工検査路撤去図(その1)

東金IC Bランプ橋

ー

P8橋脚P7橋脚 P7、P8橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料一時撤去材料
一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料一時撤去材料

一時撤去材料

a部(下部工検査路復旧図(その2)を参照のこと)

撤去復旧対象
撤去復旧対象

※TYPE-3,TYPE-13は撤去復旧対象外
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東金IC Bランプ橋 下部工検査路撤去図(その2)

下部工検査路撤去図(その2)

東金IC Bランプ橋

ー

P7橋脚・P8橋脚・P11橋脚

※TYPE-13は撤去復旧対象外

※TYPE-13付きのB3は撤去復旧対象外

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

一時撤去材料
一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料

6-NUT M16(1種)

6-WASHER M16

6-SPRING WASHER M16

撤去材料

※コンクリートアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去する。※

一時撤去材料

撤去材料(P7橋脚)

4-NUT M16(1種)

4-WASHER M16

4-SPRING WASHER M16

撤去材料

※コンクリートアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去し、

　P8橋脚,P11橋脚のアンカー本体は再利用する。

※

一時撤去材料

6-NUT M16(1種)

6-WASHER M16

6-SPRING WASHER M16

撤去材料

※コンクリートアンカーは、ナットおよび座金のみ撤去し、

　P11橋脚のアンカー本体は再利用する。

※

一時撤去材料
一時撤去材料

一時撤去材料 一時撤去材料 一時撤去材料

一時撤去材料

一時撤去材料

※梯子-4は撤去復旧対象外

撤去復旧対象

撤去復旧対象

一時撤去材料(P8橋脚,P11橋脚)

★

★P8橋脚のFBは撤去材料
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東金IC Bランプ橋 下部工検査路復旧図(その1)

下部工検査路復旧図(その1)

東金IC Bランプ橋

ー

P8橋脚P7橋脚 P7、P8橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

※TYPE-3,TYPE-13は撤去復旧対象外

復旧材料

復旧材料 復旧材料復旧材料 復旧材料

復旧材料 復旧材料 復旧材料

復旧材料復旧材料
復旧材料

復旧材料

復旧材料

復旧材料

a部(下部工検査路復旧図(その2)を参照のこと)

撤去復旧対象
撤去復旧対象

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.ブラケット詳細は「下部工検査路復旧図(その2)」を参照のこと。

　3.梯子詳細は「下部工検査路復旧図(その4)」を参照のこと。
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既設下部工検査路改築図

現　況

AA

6

3
.2

3

正面検査路

縁端拡幅

250

 1-Ch.PL 680x3.2x600

撤去材料

500 100 100500

撤  去

改 築 後

A - A

Ch.PL(新設)
1
00

 1-Ch PL 680x3.2x840

新設材料

B

B

B - B

3
.2

1
00

680

3
.2

1
00

140 140400

50
50

50
50

a部詳細

 2-BN M12x35(2-W)

 1-PL 100x6x680(SM400A)

10

 6-BN M10x30(1-W,1-SW)

 6-BN M10x30(1-W,1-TW)

BN M12(新設)

50 200 @250

BN M10x30 側面検査路

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

Ch.PL切断

(L=680mm)

50 200

250 600(Ch.PL撤去)

250 100

850

BN M10x30

(撤去)
側面検査路

(残置)

正面検査路

(一時撤去→復旧)

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

250

10

590

840(新設Ch.PL範囲)

850

BN M10x30

(新設)

7
00

1
00

10
6
80

10

20
6
40

20

新設Ch.PL取付部詳細 S=1:12.5

1
00

3
.2

10 20

BN M10x30

(1-W,1-TW)

側面検査路歩廊桁

(CH 100x50x5x7.5)

250

10

590

840

850

BN M12

現場孔明(φ17)

縁端拡幅

 現場孔明(φ17):2箇所(t=5mm)

新設ブラケット S=1:25

 1-BASE PL 230x12x345(SM400A)

 2-打込式アンカー M16x100

3
45

230

55 120 55

1
00

75

15 200 15

70 90 70

新設B1ブラケット材料

18x40 長孔

350 500

3
45

80
2
30

19

8
1
00

12 838 10

10

12 848

438 300 110

6

18x40 長孔

40

2
00

1
20

40

(製作数:2)

12

 4-BN M16x45(2-W)

1
30

6

8
8

80
8

2
30

8
19

 4-NUT M16(1種)

 4-WASHER M16

 4-SPRING WASHER M16

 1-PL 230x8x838(SM400A)

 1-PL  90x8x858(SM400A)

 1-PL 200x8x848(SM400A)

848

1
30

8

S=1:25

B1

新設アンカーを

使用する

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

　4.ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

　　但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

　　なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

　　健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

　5.検査路とブラケットを取付ける新設BNは、ゆるみ止めナットを使用すること。

　5.新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。

　6.B2ブラケット詳細は「下部工検査路復旧図(その4)」を参照のこと。

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材

　　(チェッカープレートを含む)は、HDZT49とする。

　4.ナットは、 全てゆるみ止めナットを使用すること。

　5.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

40

既設アンカーを

再利用する

R3
5

55

2
30

1
20

55

東金IC Bランプ橋 下部工検査路復旧図(その2)

下部工検査路復旧図(その2)

東金IC Bランプ橋

－

P7橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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3.1587%

S=1:50正面図

2.0078%
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LEVEL
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50

落橋防止装置

6
50
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▽45.945

TYPE-13

(撤去復旧対象外)

梯子-1

(撤去復旧対象外)
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00

1
1
00

179 4x932.5=3730

4214

3602

4095
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9980 3618

1010 2490 1010 2490 1010 3580 1015

B2(復旧)

B1(復旧) B1(復旧) B1(復旧)B1(復旧) B1(復旧) B1(復旧)
B2(復旧)

Pipe φ34.0x2.3

Pipe φ21.7x1.9

Pipe φ21.7x1.9P
i
p
e
 φ

3
4
.
0
x
2
.3

800

1300

TYPE-10TYPE-11TYPE-11TYPE-12
10 3490 10 3490 10 1250

150 150 4x797.5=3190 150 150 4x797.5=3190 150 150 3x856=2568 179
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1
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30

1
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150

30
90
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700 100

落橋防止装置

2800

落橋防止装置落橋防止装置

1
4
90

10

梯子-2

(復旧)

梯子-2

(撤去復旧対象外)
梯子-2

(復旧)

梯子-2

(復旧)

梯子-2

(撤去復旧対象外)

梯子-2

(復旧)

3
60

3
70

3
70

1
00

1
1
00

10-PL 150x6x180(復旧)

 2-L 75x75x6x490(復旧)

 3-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 480x3.2x3470(復旧)

20-BN M16x45(2W付)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x3490(STK400)(復旧)

 2-[ 100x50x5x7.5x3490(復旧)

38-BN M8x35(1W,1TW付)(復旧)

 2-PL 200x8x480(復旧)

1ヶ所当り(2ヶ所)

TYPE-11

 5-Pipe φ34.0x2.3x1180(STK400)(復旧)

 8-Pipe φ21.7x1.9x 772(STK400)(復旧)

1ヶ所当り(2ヶ所)

TYPE-11

 8-BN M16x50(2W付)(復旧)

 1-L 75x75x6x490(復旧)

 4-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 480x3.2x4560(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1250(STK400)(加工)

 2-[ 100x50x5x7.5x4580(復旧)

46-BN M8x35(1W,1TW付)(復旧)

 2-PL 200x8x480(復旧)

1ヶ所当り(1ヶ所)

TYPE-10

 6-Pipe φ34.0x2.3x1180(STK400)(復旧)

 8-Pipe φ21.7x1.9x 830(STK400)(復旧)

1ヶ所当り(1ヶ所)

TYPE-10

 8-BN M16x50(2W付)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 177(STK400)(復旧)

 1-[ 100x50x5x7.5x 500(復旧)

 1-L 75x75x6x490(復旧)

 5-FB 50x6x490(復旧)

 1-Ch PL 480x3.2x5875(復旧)

 2-[ 100x50x5x7.5x5895(復旧)

54-BN M8x35(1W,1TW付)(復旧)

 2-PL 200x8x480(復旧)

1ヶ所当り(1ヶ所)

TYPE-12

 8-BN M16x50(2W付)(復旧)

 1-[ 100x50x5x7.5x 500(復旧)

215 6060 215 3x202=606 250 3x202=606 250215
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=547.5 25060 215 3x227.5=682.5 250 3x227.5=682.5 250

90
90

4
80

L
 
6
5
x
6
5x
6
(新

設
)

L
 
6
5
x
6
5x
6
(新

設
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65 300 65 1280 65 300 65 2929

L 65x65x6(新設) L 65x65x6(新設)

856 244 182932.5197.5

12-PL 150x6x180(復旧)

24-BN M16x45(2W付)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 231(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 169(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x2947(STK400)(加工)

 2-BN M16x40(2W付)(新設)

 2-L 65x65x6x1255(新設)

6
13

6
71

1
0
00

1
0
00

17200

6
95

1
0
00

1
47

1
0
00

1
2
50

1
2
00

1
2
50

17200

1
3
00

17200

S=1:50平面図

430

※

※印はガス切断を行う。

14-PL 150x6x180(復旧)

28-BN M16x45(2W付)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 292(STK400)(加工)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 185(STK400)(加工)

 1-Pipe φ34.0x2.3x4230(STK400)(加工)

1ヶ所当り(1ヶ所)

TYPE-12

 7-Pipe φ34.0x2.3x1180(STK400)(復旧)

10-Pipe φ21.7x1.9x 907(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 177(STK400)(復旧)

 2-BN M16x40(2W付)(新設)

 2-L 65x65x6x1255(新設)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1281(STK400)(加工)

※印はガス切断を行う。

※

※

※ ※

※

※

※

 1-Pipe φ34.0x2.3x 430(STK400)(撤去)

撤去材料

 2-Pipe φ21.7x1.9x 430(STK400)(撤去)

TYPE-12

 1-Pipe φ34.0x2.3x 430(STK400)(撤去)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 430(STK400)(撤去)

TYPE-10

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、

　　HDZT49とする。

　4.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

 2-PL 150x6x180(復旧)

 4-BN M16x45(2W付)(復旧)

 1-Pipe φ34.0x2.3x 546(STK400)(復旧)

1ヶ所当り(各1ヶ所)

 1-Pipe φ34.0x2.3x1180(STK400)(復旧)

 2-Pipe φ21.7x1.9x 377(STK400)(復旧)

TYPE-12,TYPE-10(側面)

※

※

※ ※

※

※ ※

※

※※

※

※

東金IC Bランプ橋 下部工検査路復旧図(その3)

下部工検査路復旧図(その3)

東金IC Bランプ橋

－

P11橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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S=1:25ブラケット詳細図S=1:50側面図(1-1)
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S=1:50梯子詳細図

S=1:25a部詳細図

S=1:50加工詳細図
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 4-RB φ22x400(復旧)

 2-Pipe φ34.0x2.3x2759(STK400)(復旧)

 4-FB 65x6x212(復旧)

 6-打込式アンカー M16x100(新設)
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 6-NUT M16(1種)(新設)

 6-WASHER M16(新設)

 6-SPRING WASHER M16(新設)

※アンカー本体は再利用する。

 4-NUT M16(1種)(新設)

 4-WASHER M16(新設)

 4-SPRING WASHER M16(新設)

※アンカー本体は再利用する。

注記

　1.現場実測後、製作,施工すること。

　2.特記なき材質は、全てSS400とする。

　3.新設部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。

　　亜鉛の膜厚は JIS H 8641 HDZT77 とする。

　　但し、ボルト,ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZT49とする。

　4.溶融亜鉛メッキを施した復旧部材の切断された面には、

　　高濃度亜鉛末塗料で補修する等の処置を施すこと。

　5.P7橋脚の一部を除き、ブラケットのアンカーは、既設アンカーを再利用する。

　　但し、再利用の際もナット,座金については、新設部材を使用する。

　　なお、既設アンカーを再利用する際は、既設アンカーの健全性を確認し、

　　健全性が確保出来ない場合は、新設アンカーに変更すること。

　6.新設打込式アンカーの埋込長は、60mmを標準とする。
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S=1:25a部詳細図
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東金IC Bランプ橋 下部工検査路復旧図(その4)

下部工検査路復旧図(その4)

東金IC Bランプ橋

－

P7、P8、P11橋脚

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社
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試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m
試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m 試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

試掘工 3箇所

W=0.5m,B=0.5m,H=0.5m

図示

平　面　図 S=1：1000

1）施工時に必要に応じ現地盤を確認し、

注記

地盤の変状、支障物等がある場合は適宜修正を行うこと

至山武成東IC

(下り線)

至山田IC

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

関東支社 市原管理事務所

東日本高速道路 株式会社

首都圏中央連絡自動車道

戸田高架橋耐震補強工事

日本工営株式会社

東金IC　Bランプ橋　試掘工平面図(参考図)

試掘工平面図(参考図)

東金IC Bランプ橋
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